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さきに， 本誌第12号に本学「保健体育科養護教諭コース」現代の学生について，疲労感に関
する観察，自覚的疲労症状の検討の調査結果を報告し，さらに個々の学生生活のかかわりを，
アンケー卜調査により継続し， その対象を，Y-G検査プロフィ ールにより， E・E＇の学生に
ついて，平均型の学生との比較をして変化がみられるかなどについて検討を試みたのが本報告
めじ(j, I 
である。
調査方法I 
1.調査対象
本学学生1年目で，同学科コース 179名を対象とし， アンケート調査を実施したが提出した
学生は175名である。対象とした学生の年齢は18歳から19歳である。
2. 調査方法
自由に書きこんで学生個人，個人の日常生活をありのままに，項目についての制限はせず＼
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E型は不安定型一要注意）
アンケート調査結果の平均（不安定型学生）
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回 調査結果とその考察
Y-G検査プロフィ ールの五典型を参考に，A型 ・C型 ・D型を平均型または安定型の健康
者とし，E型の不安定型を要注意者として分類し，項目別に比較をしてみた。
1.運動について
「好きか」 「嫌いか」 という質問については，健康な学生は86.3%が 「好き」と答えている
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のに対して，要注意者は具体的な解答はわからないが好きなスポーツ，嫌いなスポーツとの答
えには，一つは「好き」と答えているが殆んどはスポーツは「苦手」となっているようである。
なかに若さで「体操が好き」とあげている者もいる。
好きなスポーツ種目では，健康な学生はわずかな差で個人的な種目を多く選んで、いるのに対
して， 要注意学生は個人的種目よりも球技のような団体的種目を選んでいるようである。現代
の学生は個々の実力を中心とする地味で努力型のスポーツよりも， 手軽に楽しめるレクリェー
ション的な種目を多く選ぶようである。
2.食物について
「好きな食べ物」では，健康な学生は肉・魚・果物などに集中しているのに対して，要注意
の学生は，アンケート項目の 「その他」の欄に記入が集中している。特に「菓子類」が多く身
体の栄養になる「野菜」 「果物」 「乳製品」などピタミン・カルシウムなどの多く含まれてい
る食品には関心を示していない。同時に「嫌いな食べ物」については，健康な学生も要注意の
学生も全体的にはさして変りはみられないが「野菜の中で「臭みのある野菜」は嫌いと答えて
いる者が多い。
3.睡眠時間について
健康な学生，要注意の学生ともに， 5～8時間と答えているものが多い。個人個人について
みると，最高は8.5時間，最低5時間である。大人の平均睡眠時間は8時間といわれているが，
調査項目の最高8.5時間に該当した者は l人であった。対象者の平均は 7時聞から7.5時間とい
うところである。
「睡眠」の目的である疲労回復が完全に達成されているか否かは今後の研究課題となろう。
睡眠の深さにも関係のあることであり，必要な睡眠時間は単なる偶然からのものではなく生理
的必然性にもよるものであって要注意の学生の平均睡眠時間は少ない。1週間の中での睡眠時
間の動きをみると，月，火，水，金曜日は7時間前後であるが，木曜日は 1週間の中間にもあ
たるが7.8時間となっている。木曜日の睡眠時聞が増えているということは，要注意の学生は
このあたりで疲労度が増大してきていると考える。また土曜，日曜は個々の差もあって健康な
学生，要注意の学生ともに大きく 6時聞から10時間となっている。
4.趣味について
健康な学生については 「手を使うもの」が特に多い。次いではテレビ・読書・音楽鑑賞など
で，その他では対人関係・料理・手芸・洋裁などとなっている。
要注意の学生は，対人関係よりは個人的にできるものに興味を持っているようで自分の内面
にこもり勝ちであるようだ。健康な学生よりは，一般的にE型・E＇型の性格特徴として情緒不
安定，社会不適応，社会的内向があげられる。学生の年齢として思春期にあたるこの型は，平
均して神経質な者が多くみられる。またやせ症，あるいは神経性無食欲症とよばれている現代
病の一典型であるかのようにみなされたり，一種の奇病扱いにされたりもしているのである。
本報告はアンケート調査項目 5項の中で，最近特に関心を持っている食物について， E・E＇の
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思春期やせ症の心理を観察してみた。
「A子Jについては，小学生の頃から少食の子で学校の給食も殆んど食べないで帰るようで
あった。先生から食べるよう指導もしてもらったが，やはり食べるようにはならなかった。母
はなんとかして食べさせようと毎日の食事時にも注意して努力してきた。時には食べないと学
校へもやらないと叱りもした。こうして食べる量もだんだん減って遂には食事時には吐きそう
になる傾向もみせ，殆んど食事をとれない状態にまで至った。
学校から帰ると，グッタ リと して疲れきって横になる。 牛乳だけでも飲ませようと試みるが
それも飲まない。この 「A子」の乳幼児期は風邪をひきやすく病院通いが続いていた。特に冬
期間はひどく医師の手から離れることができないような日常であった。
学校へ入学してからは，割と風邪もひかなくなり学業成績も上位に属していたのである。生
来明朗な方で，学級委員なども勤め，担任の教師の評価もよかったのである。ただ食事の量が
減り母親の努力も空しく殆んど食事を摂らなくなって，体力も弱まってきたのである。
父親は極めて子煩脳な人で 「A子」もなついてなんでも打ちあけて話していたようである。
母親はこんな心配もあってのこ とであろうが常に口うる さく小言一杯並べていたようである。
従って常に両親の意見はくい違う ごとになった。父と母の育児観の不一致である。子どもと両
親の「親子関係心理テス ト」に現われたものは，父も母もともに服従型 ・溺愛型である。矛盾
型に於いては母がその傾向が極めて強い。 父と母との子ども に対する言葉づかい， 態度も不一
致である。しかしこの場合， 子どもの「胃」 にはなんの障害も認められていない。子どもの少
食を心配して少しでも多く 食べさせようと努力をすればするほど，食べないよう になってきて
いるのである。
こんな現象が続いているのは，心理的な理由がある。 過剰なまでに母親がその乳幼児時代の
健康に注意をしすぎて，子どもの欲しない時にも食べさせるという状態が学校へ入ってからも
給食にまで影響してきたのである。この際，母親の努力は一応理解はできる ものの，手段として
はこの病的なまでの状態をさきに治療することに専念して，今後食事を強制することはやめて
子どもが自然に食べる意欲を起こすように仕向け，｛也のことに気分転換させるとか，学習 ・遊
びの経験を主とするとかさせ，特に肉体的疲労を感じ， 睡眠が十分とれるようにしてやると自
然に食欲も出てくるものである。病的な状態が続いて思春期を迎えた場合，環境の変化も手伝
って女子に多くみられる一種の神経症であり， その意味では本症状者の心理を追求することは
「思春期の女子の心理的一面」をみることにもなるのである。
「思春期やせ症」は一種の神経症である以上，勿論心理的症状があるわけで，本人自ら 「食欲
不振」と 「痩せ」とをさして気にする様子もなく医療を受けること にも積極的ではない。 自己
の「病い」 に対する認識がま ともでなくて若干のズレを感ずるようにみえること と， 身体的衰
弱を示しているにもかかわらず， その行動は想像以上に活発で活動的にみえることがある。発
病前には目立たず従順で、，はっきり意思表示をするようなことのない子どもであったのである
が，発病と同時に気むずかしくなり，反抗的になることが多いのである。その経過はそれぞれ
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軽重区々であるが， 一般に回復までにかなり時聞がかかるものとみられる。
「食欲不振」をはじめ，その他の食行動の異常は回復途上ですんなりと正常の食欲に戻るわ
けではなく，過食の段階を経てからようやく正常化するものが多い。食事の種類に関しては，
のちのちまでも米飯を忌避する ものが多いようである。治療については，身体衰弱の著しいも
のには栄養を補給する身体的治療を しなければならないが，根気のいる精神的治療が主となっ
てくる。
「A子」の症状は，乳幼児時代のものが現在に至ったものと考えられるが，学生の疲労感の
把握は学生生活における心理的事実の大きな役割を観察して充実させ，健康な人格の発達，真
の効果をあげるよ うに努力すべきであると考える。
参考資料として現在多く使用されている 「Y-G・性格検査一般用Jを用いて，学生の実態を
追跡調査し，さらに観察指導に役立てたいものと考えている。
参考資料 I Y-G検査プロフィ ールの五典型
形 による
因 子
典型 英語 名 情緒安定性 社会適応性 向 性名 称
D C I N O Co Ag GRTAS 
A 型 Average Type 平均型 平 均 平 均
B 型 Black List Type 右寄り型 不安定 不 適 応
C 型 Calm Type 左寄 り型 安 ｛ 疋 適 応、
D 型 Director Type 右下がり型 安 ム疋 適応又は平均
E 型 Eccentric Type 左下がり型 不安 定 不適応又は平均
参考資料 2 判定資料
調査される12の性格特徴は高得点ほど下記傾向が強くなる。
D 抑 欝性………・…・・陰気，悲観的気分，罪悪感の強い性質
c 回帰性傾向……...・H ・－著しい気分の変化， 驚きやすい性質
平
外
内
外
内
I 劣等感の強いごと……自信の欠乏，自己の過小評価，不適応感が強い
N 神 経 質………・…・・心配性，神経質，ノイローゼ、気味
0 客観的で、ないこと……空想的，過敏性， 主観性
Co協調的でないこと……不満が多い，人を信用しない性質
均
向
向
向
向
Ag愛想、の悪いごと…… ・ー攻撃的，社会的活動性，但しこの性質が強すぎると社会的
不適応になりやすい
G 一般的活動性…………活発な性質，身体を動かすこ止が好き
R のん きさ…..・ H ・－ －気がるな，のんきな，活発，衝動的な性質
T 思考的外向……………非熟慮的， H冥想的および反省的の反対傾向
A 支配性……………社会的指導性，リーダーシップのある性質
s 社会的外向……………対人的に外向的，社交的，社会的接触を好む傾向
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参考資料 3 本学学生Y-G尺度別点頻数分布 N-350名
。1 2 3 4 s 6 7 8 9 10 11 12 13 14 IS 16 17 18 19 20 I ocS 
頻数 11 6 21 13 31 7 22 13 36 8 35 7 35 s 30 10 23 8 15 7 7 14 
D % 3.1 !. 7 6.0 3. 7 8. 9 2.0 6. 3 3. 7 10. 3 2. 3 10.0 2. 0 10. 0 .J. 4 8. 6 2. 9 6.6 2. 3 4.3 2.0 2. 0 4. 0 
資料 2.1 0. 5 3. 3 1.5 4. 6 2.0 6.2 2. 6 6. 7 3. 4 7. 3 3. 2 8. 5 3. 7 9. 3 4. 5 9. 9 4. 4 8. 7 2.6 4. 8 
6 8 13 16 29 13 44 23 40 20 27 8 21 13 23 8 14 4 7 1 2 10 
c 1. 7 2. 3 3.7 4. 6 8. 3 3. 7 12. 6 6. 6 11.4 5. 7 10.6 2. 3 6. 0 3. 7 6.6 2. 3 4.0 I.I 2. 0 0.3 0.6 2. 9 
2. 0 0. 9 4. 7 !. 7 5. 3 3.8 7. 6 3. 7 7. 3 4.5 10.2 5.1 8. 3 4.6 7. 3 3. 9 8.0 2. 8 5. 2 1.0 2.1 
9 9 23 12 33 18 34 15 39 20 29 17 23 8 16 13 11 8 7 3 3 13 
2. 6 2.6 6.6 3. 4 9. 4 5.1 9. 7 4. 3 5. 4 s. 7 8.3 4. 9 6. 6 2. 3 4.6 3. 7 3.1 2. 3 2. 0 0.9 o. 9 3. 7 
5. 0 2.9 5. 7 4. S 7. S 4. 0 7. 9 5.0 6. 9 4.5 6.5 4. 4 6. 0 4. 3 6. 7 3.6 s. 2 2. 6 4. 0 0.9 1. 9 
7 6 22 10 26 19 29 17 31 24 42 13 30 11 18 11 13 6 7 2 6 15 
N 2. 0 I. 7 6. 3 2. 9 7.4 s. 4 8. 3 4. 9 8. 9 6.9 12.0 3. 7 8. 6 3.1 5.1 3.1 3. 7 I. 7 2. 0 0. 6 I. 7 4.3 
2. 6 1.6 3. 9 2. 9 s. 8 4. S 6.4 4. 8 9.1 5.3 9. 7 4.1 9. 0 5.1 8. 0 3. 3 6. 0 I. 9 3.3 1.0 I. 7 
10 4 22 17 42 35 42 22 29 24 31 20 15 8 13 10 3 I 2 。。16 。 2. 9 1.1 6.3 4. 9 12. 0 10.0 12. 0 6. 3 8. 3 6. 7 8.9 s. 7 4. 3 2. 3 3. 7 2. 9 0. 9 o. 3 0. 6 4. 6 
1.6 1.4 4.4 3. 0 9. 4 6. 0 10.9 6. 2 11.4 6.4 9. 7 5. 4 8. 9 3. 5 4. 9 1.8 2. 8 0. 7 0. 9 0.4 0. 4 
17 14 40 24 54 20 45 27 34 19 20 11 7 7 5 3 I I 1 。。11 
Co 4. 9 4. 0 II. 4 6. 9 15.4 5. 7 12. 9 7. 7 9. 7 5.4 5. 7 3.1 2. 0 2. 0 !. 4 0. 9 0.3 0.3 0.3 3.1 
3. 0 2. 5 7. 2 6. 5 10. 4 9. 3 12. 3 8. 3 9. 6 5.8 8.1 3. 6 5.1 2. 5 2.5 !. 2 1.2 0. 3 0. 4 0. 2 0.11 
3 I 6 10 13 25 26 20 42 27 33 27 35 12 32 12 15 4 6 1 。33 
Ag 0. 9 0.3 !. 7 2. 9 3. 7 7.1 7.4 s. 7 12. 0 7. 7 9.4 7. 7 10. 0 3. 4 9.1 3. 4 4.3 I.I !. 7 0.3 9.4 
0.8 0.6 !. 7 !. 3 4. 8 3.8 ι7 4. 9 9.4 6. 3 10.1 7. 6 9. 2 6. 8 8.6 4. 4 6.1 2. 6 2. 5 0.5 !. 3 
I 2 7 2 6 4 23 19 26 24 33 26 30 28 31 21 25 19 9 6 8 IO 
G 0. 3 0.6 2.0 0.6 !. 7 1.1 6. 6 5.4 7. 4 6. 9 9.4 7. 4 8. 6 8. 0 8. 9 6.0 7.1 5. 4 2.6 !. 7 2. 3 2. 9 
1.9 1.4 2. 6 3. 4 4. 3 4. 0 6. 5 4. 8 6.3 5. 3 7. 8 5.4 8. 0 6.1 6. 5 4. 6 6. 6 4. 0 5.1 2.0 3. 5 
4 。3 7 8 11 18 15 30 21 38 16 37 31 37 15 19 11 12 6 11 7 
R I.I 0.9 2. 0 2. 3 3.1 5.1 4. 3 8. 5 6.0 10. 9 4. 6 10. 6 8. 9 10.6 4. 3 5. 4 3.1 3.4 !. 7 3.1 2. 0 
2. 3 !. 7 4. 5 3.1 7. 2 4. 9 8.1 6. 3 9. 3 6. 6 9.2 5. 2 7. 5 4. 5 6.2 2. 4 4.4 2. 0 2.6 。7 1.4 
3 5 6 8 29 19 26 25 40 20 33 24 33 24 20 7 15 5 5 2 I 8 
T 0. 9 !. 4 !. 7 2. 3 8. 3 5.4 7. 4 7.1 11.4 5. 7 9.4 6. 9 9. 4 6. 9 5. 7 2.0 4.3 !. 4 1.4 0.6 0. 3 2. 3 
2. 6 2. 4 6.8 4. 5 8.5 5.2 11. 7 6. 9 9.8 5.1 8.3 3. 9 7. 6 2. 5 4. 5 2. 2 3. 4 J.0 2. 3 0.2 o. 7 。2 5 自 15 12 17 18 2国 17 27 22 37 23 44 25 19 12 10 5 6 2 
A 0.6 !. 4 2. 3 4. 3 3. 4 4. 9 5目1 7. 4 4. 9 7. 7 6. 3 IO. 6 6. 6 12. 6 7.1 5. 4 3. 4 2. 9 1.4 !. 7 0. 6 
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参考資料 4 Y-G性格検査プロフィール E' 
情緒的安定
99 
参考資料 5 Y-G性格検査プロフィール E 
領準点 5 領準点
パーセンタイル 99 ，，ーセンタイル
D ． D 。
c 目 c υ 
N N 。。 。
C。． 
ーー『『
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G ． ! ~ 16 7 7 s Ji \~ g J:'}, 1:, 'i., 'j6 1711 1・18 1’ 2・ G 。 19 却
R ． 7 8 9 D It 12 I I 15 16 17 1・1’ 2・。 6 9 10 11 12 11 14 15 16 17 18 19 
T ． 。
A 3 5 6 7 I I ID 1 l I I 15 1' 17 I・” 2・ A 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 11 14 15 16 17 18 19 却s ． 5 ‘ 7 I 9 ID 1 12 I 14 15 1' 17 1・” 2・ s 。 5 6 7 8 9 10 11 12 1 14 15 16 17 18 19 却
y G性格検査プロフィール E’ 
標準点 2 3 4 5 標準点
パーセンタイル 5 10 20 3 40 50 60 。80 90 95 99 ，、セーンタイル
D ． 1 I 3 4 5 6 1 I I 10 1 12 1 14 5 16 17 1’ 潤 。。 l 2 3 4 5 6 7 8 'I 10 1 12 13 14 15 16 17 18 19 却
c ．1 2 3 ．•• 1 I 9 ID 1 11 3 14 15 1' I ． ” 2・c υ l 2 3 4 5 6 7 8 9 Iυ 11 12 13 J.J JS 16 17 18 19 却。 I 
l 
N 。 I 2 ;J 4 :i ti 1 I 9 JD 1 12 1J 14 15 1畠 1 N 。 1 2 3 4 5 ,・ 8 9 JO 11 12 13 14 15 16 。 。 2 3 .' ‘ 1 ’9 10 1 l I 14 。。 l 2 3 4 5 6 7 必 9 JO 1 12 13 14 
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s 0 1 I 3 . ' . 1 I 9 D’I 12 13 14 15 1' 17 1‘ 19 2・ s 。 l 2 3 4 5 6 7 8 9 1 11 12 13 14 15 16 17 18 19 却
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参考資料 8 Y-G検査プロフィ ール判定 E・E' 
項目 運 動 宜 物
平均睡眠時間 趣 昧
氏名 好きな種目 嫌いな種目 好きなもの 嫌いなもの
A 
球 技 陸上 競技 里子菜， 果物，牛乳， 油身 （肉，魚），特有 月，火，木，金，士 読書 （マンガ，文学
性格検査
ス キ （短長距離） 海草，肉料理，酢の の匂いのあるもの 7時間 書，雑誌書）
ホ r車 f本 操 （器械） 物，お菓子類 （筋子，数の子，うに， ホ 7～8時間 洋裁結果
塩辛，さぱ節），セロ 日 10時間 料理
(E’） 
リー 等
f本 操 ホ 泳 牛乳，魚，肉，チー 野菜，たこ，レーズ 7時間 手芸
B パレ ポール ソフ ト,ti－ ）レ ズ，いか，いちご？ ン，あえもの
ノマドミントン みかん，パナナ， チ
(E’） 卓 球 ョコレー ト，埋s
バレーポール 陸 上 肉類，野菜類，果物 さIi，セロリ 品校時代 アレピ番組
（チムプレがで ！日雌l全部（特にイチゴ， 6時間く らい 歌番組，ホーム ドラきるから） 長距離 みかん，メロン），め 今 7時間くらい マ，ニュースと天気
パスケットボール ／、ードlレ ん類，アイスクリー 日路日 予報，プロ野球・巨
c （チームプレーがで 走 高 跳 ム，チョコレート， 8時間くらい 人戦
きるから） 体 操 卵料理，さば以外の 音装
卓 球 （マッ ト，平均台） 魚，自分で作った菓 ミュージック，特に
羽 球 スケ ト 子，なベ物，ピラフ 松山干春
（小さい時からよく ホ 泳 お寿司 レクリエーショ ン
(E’） やっていた） ドライプ，ボウリング
バスケットポール ホ 泳 果物 耳目になし 7～8時間 アレピ
｜…は入らll浮〈けど息つ草｜ ｜…腹に残｜ はやくから7ト 読書 （山本有三，伎ないが動きまわ ができない らないし宜べや ンに入っても寝 々木丸美）
D るのが好き 体 操 すい つきが悪〈睡眠 レコード鑑賞 （松山干
鉄 棒
［逆立ち慨が｜
めん類 時間が短〈寺り 春，ピートルズ）
l；；；校の頃から！ できない。不安 （食べやすい） やすい 料 理（お菓子類）
定だから 歌謡曲番組
(E) 
ノ〈スケットポール ス キ 生寿司，果物，マ ノマセリ，セロリ（〈 6～7時間 アレピ
ソフトポール （けがしたため） ポー豆腐，茶わんむ せがある）， 台にし
｜歌謡番組ニェ ｜ パレーポール 陸 上 L，グラタン， 7ス め，つけもの（福神 ス， 映1画，アニメ
E ホ 泳 （走るのが遅い） パラ，栗，酢豚 づけ，たく わん以外） ンー ョJ
スケート 創作ダンス 読書
空 手 ｜ヘルマン ヘッセ ｜
(E) 太宰泊，純文学
柔軟体操 ほとんどが苦手，無 果物（特にイテゴ， 臭みの強いもの（ピ 8～9時間 テレピ
I体が意外と柔ら ｝ 器用で人が一度でで さくらんぽ），ヨ グ マン，きのこ類， l四季にはあまり ｜ スポーツ番組，歌謡
lかいため きることも何回もや ル卜， アイスク リー セロリ，アスパラ）， 左右されない 番組， クイズ番組，
ら,;iいとできないた ム， j羊生，菓子類， 大恨，レパ ，ホル プロポ ズ大作戦，
め，身長が低いため チョコレー ト，キャ モン，いわし，和菓 ドラマ
F 身体的にも差がつく ンデイ類，パン，肉 子，パセリ，納E 小説
めん類，貝類（ほと 推理物 （森村誠一），
て，いか， I！っき）， SF （星新一），渡辺
魚類（さけ，はまち， 淳一，原田康子
たい），ハム，筋子，
とびっこ，数の子，
(E’） 。H
軟 式テ ニ ス 鉄 棒 とうきび， セロリ， にんじん，魚 月～金 7時間 レコー ド鑑賞
バレーポール I、ード Jレ ノマセリ，チーズケー 土 9時間 映 画鑑 賞
G ス キ キ，いも，とり肉， 日 6. 5時間
ひ邑肉，スパゲテイ
(E) マカロニ，牛乳
卓 球 陸 上 カツ，焼き肉（豚，牛） ごぼう， にら，みつ ホ，本， 金，土 詩歌
ホ 泳 排 球 野菜，果物，ラーメ ぱ，，，セリ， 七ロリ 7時間
羽 王ま ン，ソパ， うどん， とろろ，にんじλ， 月，土
H 
持 久 走 スパゲテイ， さんま 魚，員，春菊，うに 8時間
｛事 操 鮭，乾物（つまみ）， 納豆，ふき，とり肉火 6時間
スケ ー ト 寿司，卵， のり， ケ いんげん，うど，よ
キー，えび， かに， うかん，こんぷ
(E’） ヨーグルト，牛乳
ス キ 水 泳 菓子類，果物，めん 肉料浬，筋子， トマ 月，火，木， 金 読書
I 卓 球 陸 上 類， じゃがいも，卵 トジエース 6由幸間 レコード鑑賞
バレ ーポール チズ ホ 7時間 詩作
(E’） 土，日 8時間 旅行
101 
N おわりに
本学学生175名を対象に，日常生活を中心にしてアンケート調査を実施し，Y-G検査判定
結果，特に情緒不安定＇［宝，社会不 適応性のE・E＇型につ いて日頃の観察をとおして，本誌第12
号 「自覚的疲労症状についての検討」をさらに継続してみた。
学生個々の生活の一分野が，心理的にどのように変化して一般学生との違いがあるのかと考
察してみたのである。結果として一部には変らぬところもあったようであるが不安定性，ある
いは心理的治療を必要とするものなどが発見され，筆者が日頃考えていた一つの，学校保健を
担当するものとしてよい環境をつくる努力も大切で、あるが，ぜひ 「心理治療の基礎的理論」を
学ぶことと，できればその技法を習得し，理論のなかでは特に精神分析的な考え方，非指示的
心理療法，行動療法などが重要なものであると考える。筆者は常々人間の病気，症状， 行動を
みる場合，表面的にいかに単純にみえてもその要因は必ずしも一つではないことに在意しなけ
ればならないと考えている。これからの学校保健は，一般教諭，家庭・養護教諭の横のつなが
りを固くし 「けが」をしてから治療するのではなく， 児童 ・生徒・ 学生の日常の態度から早期
的治療を観察・発見することが重要なことであると考える。このことは本学学生に対しでも，
今後個々の指導計画や方針を再検討して 実践の効果をより高めるこ とにも大切なことである
と考えるのである。
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